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崎南地区まちぢから協議会

新型 コロすの影響 によ り、総会が書面表決 と

なりま したが、委員の皆さまからご賛同をいた

だき無事新年度を迎えることができました。

今年度は昨年度の経験を活か し、どのように し

たら感染防止対策を した中での事業展開ができ

る /Dhを 検討 して まい ります。さ らには地域の

課題などを解決するための方策として、SDG s
について勉強を し、地 i或の課題を掘 り起こ して

いくことといた しました。

茅ヶ崎南地区まちぢから協議会ボランティアに
よる下校時の旗振りが今年4月から3か所で始ま
りました。登校時も茅小PttAと「みんなでみま
もり隊」ボランティアで学校周辺の5か所で実
施され児童の安全を守っています。

そしてこれからはもつと多<の地i或の万長に参
カロいただき、子どもたちと地上或の絆 (き ずな)

を作りましょう。休みのボランティアを代行す
るサポーター (不定期)も大歓迎です。

地域の皆さまの ご

参加 を心よ りお待

ち しております。

//  「青松 (せいしょう)」 の由来について

//茅ケ崎は東は三浦半島、西は箱根に続く伊豆連邦を一望できる、
/相

模湾のほぼ中央に位置しております。

この広い青海原から寄せる海風は大きな砂丘地帯を作りあげました。

明治時代以降ここに砂防、風防の為、松の本を植樹し成長したことか

ら、この地一体に素0青 らしい湘南特有の風貌を呈するに至りました。

そこでコミセンたよりのタイトル名を「青松 (せいしょう)」 と  /
名付けました。                      /

～平成24年 (2012年)11月 1日 発行の青松2号より 
′
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TEL  0467-57-0891

また高砂コミュニティセンターは今年で設立10
年を迎えます。これに伴い記念誌の作成や記念

事業などを企画 しておりますが、新型コロすの

感染状況を考慮しながら検討・実施
していきたいと考えております。

いろいろと工夫をしながらさまざま
な事業を進めてまいりますので、
今後とも皆さまのご協力をよろし<
お願いいたします。
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大募集 !

○実施概要

・実施時間 :○登校=7:50～ 8:30

0下校=14:25～ 15:05

・参カロ万法 :」 1希望の曜日と登校または下校を決める

(原貝」として毎週 1回 )

2体みのボランティアを代行する

※詳糸日・お申込み :高砂コミュニティセンターにある

「ボランティア募集チラシ」をご覧ください

※間合せ先 :4 TEL 090-5796-7614 クサカ

2 chigasakimi∩amlchiku@gmancom

茅ヶ崎市の指導により、令禾□3年度か
らコミセンの運営をまちぢから協議
会が担い、より地域のニーズを踏ま
え、地上或に根ざしたコミセンとする
こととなりました。

これを受けて高砂コミセンが地域
の皆さまの「集いの場、学びの場、
そして発信の場」となるよう努めて
まいります。

ら

す

か

ま

だ
ど
コ
ー
・

子

元

よ

fヽ 1こ  イ)4) '集



定期総会は、感染防止から昨年に続き書面表決にて実施 しま した。結果としては運営委員全員
から、全議案について賛成をいただき可決されま した。内容をご確認されたい方はまちぢから

事務局へ申し付け下さい。

～ 運営委員一覧 ～

高砂コミュニテ ィセンターがこの地に設立されて 10
年となります。今までの 10年を振 り返 り、これから

の 10年 に向けて、ご不」用者や地域の皆様 と一緒に

「愛されるコミセン」を模索 してまいります。その内

容を10年誌にまとめます。

コロす禍ではありますが、倉」設にご努力いただいた

方皮との記志式典、ご利用者による成果発表の記念

イベン トを計画 しております。

～ 総会議案 ～

・第1号議案

→令和2年度 まちぢから協議会事業報告

・第2号議案

→令和2年度 まちぢから協議会収支決算

・第3号議案

→令和3年度 まちぢから協議会監査報告

・第4号議案

→令不□3年度 まちぢから協議会事業計画 (案 )

・第5号議案

→令禾□3年度 まちぢから協議会収支予算 (案 )

・第6号議案

→令和3年度 高砂コミュニティセンター事業計画 (案 )

・第7号議案

→令和3年度 高砂コミュニティセンター収支予算 (案 )

・第8号議案
→令和 3年度 まちぢから協議会役員の選任 (案 )

SDG s(持続可能な開発目標)について

連日報道されています。国連主導で2030
年までに、世界の誰一人取り残されること

な <貧困・ 教育・平不□・ 自然が保たれるよ

う国や自治体、企業や学校さらには各団体

が取り組んでいます。

協議会も事業計画とSDG sの目標を整理

し、自分 ごとと して毎 日の暮 ら しを変え

ようと勉強会を開催 しました。

茅ヶ崎南地区まちぢから協議会

公募委員募集のお矢□らせ

まちぢから協議会では当協議会
メンバーとして、地域課題など
について一緒に考えていただく
委員を募集しています。

定例会などへの出席とより良い
街づくりに関する企画・発案・
実行や協議会活動への参力0が主
な活動となります。
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～ 部会一覧 ～

防災

生活環境

福祉

児童・健康

地 i或活性イヒ

コミセン事業

冤誕黎 昨年 3月 クルーズ船での新型ウィルス発症から、私たちの活

動は一変 しま した。「移 らぬ用心、移さぬ配慮」からマス

ク・ 手洗い 。三密回避となり、自粛生活を強いられました。

この間約 2年間の私たちの事業計画は軒並み中止となり地

域の皆様との交流が断たれて しまいました。ようやくワクチ

ン接種が進み集団免疫確保への期待が高まっています。それ

まで安全を守りながらできる方法を模索して地域の絆を取り

戻す努力を進めます。 事務局長 神藤 順教


